
改めて年初来高値を更新
NY原油先物相場は、1バレル=85ドル台中盤まで値上がりし、昨年11月16日以来の高値を更新した。

需給ひっ迫見通しが強く、押し目買い優勢の展開になっている。8月中旬は中国経済の減速懸念、米金

利上昇・ドル高で調整売りが膨らんでいた。しかし改めて買いが膨らみ、80ドルに続いて85ドルの節

目も上抜く展開になった。米原油在庫の減少が続いていること、サウジアラビアとロシアが自主的に実

施している供給削減策が10月まで延長されるとの見方もポジティブ材料視視された。

需給ひっ迫見通しが強い。世界的に在庫の減少傾向が報告されているが、米国でも原油在庫は2週連続

で今年最低を更新している。季節的な需要拡大が進む一方、石油輸出国機構（OPEC）プラスの生産調

整が行われていることが、国際原油需給のひっ迫見通しを強化している。コモディティ市場全体で中国

経済の減速懸念を織り込む動きが一服していること、米長期金利上昇・ドル高が一服していることも、

原油相場を押し上げた。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（8月25日時点）は、原油が前週比1,058万バレル減、

ガソリンが21万バレル減、石油精製品が124万バレル増となった。
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【現状確認】
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需給ひっ迫で堅調地合が続く、サウジとロシアの動向に注目

2

【展望】

需給ひっ迫見通しが維持される中、押し目買い優勢の展開が

維持されよう。前週は80ドルに続いて85ドルの節目を上抜い

たことで、90ドルに迫る展開が想定される。特にサウジアラ

ビアとロシアが10月まで供給削減を延長する方針を示す、米

原油在庫の取り崩しが更に進むといった動きがみられると、

買い安心感が強まろう。

サウジアラビアは7月から日量100万バレルの自主減産を実施

している。また、ロシアは8月に日量50万バレル、9月に30

万バレルの輸出削減をおこなっている。こうした動きが国際

原油需給のひっ迫化を後押ししているが、今週は10月まで供

給削減策を延長する方針が示される可能性が高いとみられて

いる。原油高進行で延長見送りとなった場合には失望売りで

急落するリスクもあるが、このまま供給削減が続けば原油需

給ひっ迫化に対する信頼感は維持・強化されよう。

中国経済の減速懸念は根強いが、足元ではその織り込みに一

服感がみられる。非鉄金属相場も下げ一服となっている。中

国政府の景気対策期待もあり、中国発のコモディティ安には

一服感が目立つ。中国経済のリスクそのものが解消された訳

ではないが、原油相場の下落リスクは後退している。

今週は大きなイベントは予定されていないだけに、9月7日に

発表される米エネルギー情報局（EIA）の週間需給統計に注

目したい。原油在庫は前週に1,058万バレルの急減となって

いたが、その反動増になるのか、更に在庫の取り崩しが進む

のかは重要である。また、ハリケーンシーズンに突入してい

るため、メキシコ湾の気象環境にも注目したい。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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